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１．はじめに


Ａ．定義：英語での環境教育


Ｂ．事例紹介：アメリカ国立公園での日本人学生との環境教育プログラム

２．日本での英語での環境教育の目標

Ａ．なぜ英語での環境教育なのか。日本における英語での環境教育の将来性

Ｂ．どういう立場で関係するのか。


Ｃ．なにをしたいのか。


Ｄ．どのような資料があるのか。

３．既存のプログラム例


Ａ．アースウォッチ（Earth Watch）

Ｂ．州政府機関（State Department）

Ｃ．ヤマハ
４．環境教育プログラムを語学教育に適用する際の原則

　　（English Language Development Theory and Practiceより）

５．日本での英語での環境教育の今後

英語での環境教育について
　環境教育で使われるテクニック（自然体験、主体的学習、直接体験、コミュニケーション能力等）には多くの利点があり、他の教育分野でも応用することができる。特に、「インタープリテーション＝解りやすく伝える」というコミュニケーション能力は、生徒たちにとって必要なだけではなく、教師としても必須の能力である。このコミュニケーション能力を育む手段として、環境教育と英語教育の融合には大きな可能性を秘めているように思われる。

　環境教育と英語教育のお互いの利点を共有するためには以下のことが挙げられる。

１．自然学校や環境教育プログラムに今まで無縁だと思われていた新しい、幅広い参加者層
　　を引き込む。

２．環境教育の利点を明らかにすることにより、環境教育に対する社会（参加者、親、学校

　　教育関係者）の理解を高める。

３．日本での環境教育に国際的視野や語学を含めることで、地球規模の自然環境や各地域独
　　自の生態系の重要性を世界的に学び、解決する機会が生まれる。
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